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関東・中部の中山間地域を活性化する特用林産物の生産技術の開発 

 
１ 中核機関・研究総括者 

（独）森林総合研究所 馬場崎 勝彦 
 
２ 研究期間 

2006～2010年度（ ５年間） 
 
３ 研究目的 

関東・中部地方は、大消費地の首都圏等へのきのこや山菜等の特用
林産物供給産地であり、中山間地域の家族労働を主体とする中小規模
生産者がその中核を担ってきたが、近年、大規模生産企業のきのこ市
場への参入や特用林産物の輸入増加によって、これら中小規模生産者
の経営は非常に厳しい状況にある。そのため、消費地である首都圏等
を対象に、大規模生産体系では実現できない中小規模生産者による多
品目の特用林産物を長期に渡って生産する技術を開発する。 

 
４ 研究内容及び実施体制 
① 自然活用型特用林産物の生産技術の開発（（独）森林総合研究所、 

岐阜県森林研究所、新潟県森林研究所、静岡県林業技術センター、
神奈川県自然環境保全センター、群馬県林業試験場、千葉県森林研
究センター、埼玉県農林総合研究センター、茨城県林業技術センタ
ー、長野県林業総合センター、山梨県森林総合研究所、栃木県林業
センター） 

  多様な特用林産物を長期に渡り安定生産する技術を開発する。 
② 山村・都市交流型特用林産物生産体験活動の構築（茨城県林業技

術センター、長野県林業総合センター） 
  特用林産物の生産体験ができる作業工程システムを構築し、消費

者と生産者の交流を行う。 
③ 特用林産物の高付加価値化技術の開発（（独）森林総合研究所、

山梨県森林総合研究所、長野県林業総合センター、静岡大学） 
   特用林産物の機能性成分を高める安定栽培技術の開発および品種

の育成を行う。 
 
５ 目標とする成果 
  多品目の特用林産物を長期に渡り、安定的に生産する技術が確立さ
れる。これにより、①中小規模生産者の特用林産物を複合的に経営する
ことによる経営の安定化 ②安全で、高付加価値のある「自然味」に溢
れた特用林産物の消費者への提供 ③消費者が特用林産物の生産体験
をするなどによる生産者と消費者の交流が期待される。 



関東・中部の中山間地域を活性化する特用林産物の生産技術の開発

期待される効果

・ 特用林産物生産による家族経営の活性化
・安全で高付加価値のある特用林産物の提供
・生産者と消費者の交流

3. 特用林産物の高付
加価値技術の開発

2. 山村・都市交流型
特用林産物生産体
験活動の構築

林床等野外での生産は、施
設栽培と異なり、気象条件等
に左右され安定生産が難しい

研究内容

（１）林床等野外を活用
し、長期に渡り多品目安
定的に生産する技術の
開発

（２）里山の整備による
伐採木等のきのこ栽培
への利用技術の開発

（３）安全・安心な害虫防
除技術の開発

経営分析を行い、実証

林床等野外での特用林
産物の生産とは？

課題は

１. 自然活用型特用林産
物生産技術の開発

・特用林産物とは、きのこ、山菜等
林地で生産する産物

・きのこは施設栽培、山菜は促成栽
培が主体で、自然味に欠けるため、
本課題は林床等野外生産を行う


